
回
覧
印

2024年３月15日発行
毎 月 １ 回15日 発 行 第 760号　（1）かごしま労働者福祉だより（ ）

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

～平和を願ってやまない～
　２月24日、ロシアがウクライナ侵略
を始めて丸２年が過ぎ、３年目に入っ
た。この２年間で両国の軍人で50万人
を超える死傷者、ウクライナでは民間
人の犠牲者が１万人を超えたとの報道

もある。また、昨年10月に始まったイスラエルによるパ
レスチナガザ地区への攻撃で３万人もの民間人が亡く
なったという▶この２つの戦闘に対して世界中の国々や
市民から、「ロシアは国連憲章を守れ・ウクライナから

撤退せよ」「イスラエルに即時停戦」を求める声があがっ
ている。にもかかわらずいまだにウクライナ・ガザは大
変な戦火の中にある▶「平和」でないと私たちは安心して
暮らすことは出来ないし、私たち労働者は安心して働く
ことはできない。日本政府には紛争解決に向けリーダー
シップをとってほしいと強く思う。ウクライナやガザの
人々に寄り添えることとして、地域で行われる平和を願
う取り組みに関心を持ち、できる範囲で意思を示すこと
を続けたいと思う。
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　連合鹿児島
は３月９日（土）
10時 か ら、 み
なと大通公園
で参加者約800
人のもと「2024
春季生活闘争・
鹿児島市議選
勝利総決起集
会」を開催しま
した。2024春闘
は、「みんなで

賃上げ。ステージを変えよう！」をスローガンに昨年を
上回る賃上げで傷んだ労働条件の回復を図り、生活向上
につなげ、「賃金も物価も経
済も安定的に上昇する経済社
会へとステージ転換を図る正
念場」と捉えています。また、
持続的な賃上げの流れを社会
全体へ波及させていかなけれ
ばいけません。冒頭のあいさ
つに立った下町会長は「価格
転嫁や環境整備」などにふれ、
海蔵事務局長から基調報告を
いただきました。
　続いて、民間組織を代表し

て運輸労連の藤田書記長、公務組織を代表して鹿児島県
公務公共サービス労働組合協議会の水間事務局長と全水
道鹿児島水道労働組合の末永さんから要求の報告や決意
表明がありました。
　その後、「2024春季生活闘争勝利アピール宣言」、「３･
８国際女性デーのアピール宣言」を行い、４月７日告示、
14日投票の鹿児島市議選を戦う10人の連合鹿児島推薦候
補者全員から決意表明があり、最後に中小共闘センター
岡委員長による「団結ガンバロー」で総決起集会を終了
し、コロナ禍の中で実施出来ていなかったデモ行進を行
い、持続的な賃上げの必要性を訴えました。
　デモ終了後、女性委員会で「3.8国際女性デー」の行動
としてマルヤガーデンズ前にて、バラとパンを女性委員
会により配布しました。

集会の様子

「みんなで賃上げ。ステージを変えよう！」
2024春季生活闘争・鹿児島市議選

勝利総決起集会を開催

あいさつする下町会長



（2） 労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217 第 7６０ 号
20２4年３月15日

　2024年１月20日（土）、出水支店推進委員会と青年女性
推進委員会は、合同で「肥薩おれんじ鉄道で行く日帰り
旅行＆ろうきん学習会」を開催しました。
　イベントは、地元を走る肥薩おれんじ鉄道の列車を２
両貸し切り、出水駅と日奈久温泉駅間を往復する３時間
限定の日帰り旅行としました。
　往路では「クイズ大会」を通して、ろうきんの成り立ち、
新NISA制度、カーライフ・教育ローンについて学習し
ました。折り返しの日奈久温泉駅で記念撮影の後、復路
は昼食とデザートをとりながら、職場の枠を超えた交流
を図りました。
　参加者からは「短い時間ではあったものの、列車から
眺める地元の海や山を楽しみつつ、特に今話題の資産運
用について理解を深めることができてよかった」という
感想をいただき、充実したイベントとなりました。

　2024年１月13日(土)、加世田／枕崎地域合同推進委員
会と青年女性推進委員会は、合同で「いおワールド鹿児
島水族館貸切ツアー」を開催しました。
　組合員とその家族167名が参加のもと、カーライフ
ローン・教育ローンダブルキャンペーンと今話題の新
NISA・iDeCoの説明を行い、可処分所得向上のための
アンケートを実施しました。
　その後、イルカの時間を楽しみ、バックヤード見学や
「あつまれどうぶつの森コラボ：生きもの探し」を行いな
がら、夜の水族館を満喫しました。参加者からは、「NISA

肥薩おれんじ鉄道で行く日帰り旅行＆ろうきん学習会を開催しました！
出水支店推進委員会・青年女性推進委員会

いおワールド鹿児島水族館貸切ツアーを開催しました！
加世田／枕崎地域合同推進委員会・青年女性推進委員会

　2024年１月27日（土）、徳之島支店推進委員会と青年女
性推進委員会は、奄美地域労働者福祉協議会と共催で徳
之島町総合運動公園にてグラウンドゴルフ大会を開催し
ました。
　当日は、家族を含め65名の方に参加いただき、イベント
を通じて徳之島支店に集う仲間が交流・親睦を深めること
ができました。前日まで雨模様で天候が心配されましたが、
参加者のパワーで雲を追い払い、子供から大人まで芝の
グラウンドで気持ちよくプレーすることができました。
　プレー後の集計をしている時間を活用し、ろうきんと
労福協の社会的役割について漫談形式で説明を行い、そ
の後、金融リテラシー向上セミナーとしてお金に関する
学習会を開催しました。学習会では、今年から拡充され
た新NISA制度について説明したところ、みなさん興味
を持って話を聞いていました。

グラウンドゴルフ大会を開催しました！
徳之島支店推進委員会・青年女性推進委員会

をもっと詳しく
知りたい」「家
族サービスがで
きて良かった」
等、うれしい感
想をいただき、
充実したイベン
トとなりまし
た。　

　学習会の後、参加者全員に順位毎の豪華賞品とお弁当、
奄美地域労働者福祉協議会から協賛いただいた参加賞が
配られ、大盛況のうちに終了しました。
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　2024年 ２ 月
３日（土）、鹿
児島県本部５
階大ホールに
て、「鹿児島県
本部・ろうき
ん友の会連絡
協議会合同講
演会」を開催し
ました。
　講演会には、
県内各地から
77名が参加の
もと、株式会
社山田エスク
ロー信託鹿児
島支店の岩切
支店長を講師
に迎え、「人生
100年時代の相続対策」をテーマに講演していただきました。今回のテーマに参加者のみなさんは興味津々。質疑応
答では、８名の方から質問が出される等、充実した講演会となりました。

鹿児島県本部・ろうきん友の会連絡 
協議会合同講演会を開催しました！

　2024年 ２
月３日（土）、
鹿屋市の大
隅青少年自
然の家にて、
鹿屋支店推
進委員会・
青年女性推
進委員会合
同イベント
「モルック大
会」を開催し
ました。
　組合員と
その家族59
名が参加の

もと、12チームに分かれて競技を行いました。体育館の床に傷がつくことを避
けるため、本来の木製仕様ではなく、ダンボール素材のセット使用となりまし
たが、軽く扱いやすいことで、子供から大人まで幅広い年代で楽しんでいただ
くことができました。大人は３回連続失投した場合、チーム得点が０に戻って
しまうというルール適用が、ゲームの盛り上がりにつながったようで、白熱し
た試合展開となりました。参加者からは、「楽しかった！来年もあればまた参加
したい」という言葉もいただき、充実したイベントとなりました。

モルック大会を開催しました！
鹿屋支店推進委員会・青年女性推進委員会
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２０２４年４月　人事異動のお知らせ

連合寄付講座　鹿児島大学で講義を行いました！

転出

報告

　2024年１月19日（金）に2023年度連合寄付講座の一環と
して、鹿児島大学法文学部にて講義を行いました。
　当日は約140名の学生へ向けて、鹿児島推進本部　団
体推進課の小泉まどか職員より、「労働者のためのたす
けあい事業」をテーマとして、組織の紹介や共済の内容
について説明をしました。
　特に、学生に関心の高い「くるまの補償」や「自転車損
害賠償責任保険等」についてのクイズの場面では、熱心
に講義に参加する学生も多く、リスクに備えることの重
要性を認識いただけました。
　また、就職活動中の経験や仕事でのやりがいなども紹
介し、これから社会人になる方へむけて「失敗を恐れず、
様々なことに挑戦してほしい」というメッセージもお伝
えしました。
　参加者からは「自分自身を守るためにも保障を備える
ことが重要だと思った」「保障だけでなく、就活中に大
切にしていたことや仕事でのやりがいなどを知ることが
できて有益だった」という感想をいただき、共済や保障
だけでなく、「働くこと」についても学んでいただける機
会となりました。

熊本推進本部
共済ショップ熊本店へ異動
川口　昌寿

（ぐりんぼう鹿屋　 店長）

本部
共済開発部へ異動
小泉　まどか

（団体推進２係）

　2017年９月に鹿児島推進本部へ配属となり、６年
７ヵ月の間大変お世話になりました。
　地域・職域・店舗運営と多岐に渡り経験をさせてい
ただきました。ご指導・ご協力いただきました皆様に
心より感謝申し上げます。
　鹿児島での経験を礎に、熊本推進本部で業務に励ん
でまいります。
　また、日進月歩で社会情勢が変化し当会の環境・業
務も目まぐるしく変化する中、職員お一人おひとりが
日々奔走されていることと存じます。皆様、お体をく
れぐれもご自愛下さい。異動となりましたが、同一組
織の一員として今後も共に頑張りましょう。

　2019年４月に鹿児島推進本部へ配属となり、５年間
大変お世話になりました。
　窓口業務にて２年間、職域業務にて３年間携わらせ
ていただき、鹿児島の人柄の温かさに日々助けられて
おりました。
　大阪出身の私を温かく迎え入れてくださり、また、
大切に育ててくださりありがとうございました。
　鹿児島で得た知識と経験を活かし、さらに活躍でき
る職員となれるよう新しい部署でも邁進したいと思い
ます。そしていつかまた、皆さまにお会いできる日を
楽しみにしております。５年間ありがとうございまし
た。

【講義内容】
１．こくみん共済 coop ＜全労済＞とは
２．こくみん共済 coop が取り組んでいること
３．この組織に入会を決めた理由
４．仕事でのやりがい
５．まとめ
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こくみん共済 coop の生活応援キャンペーン 実施中です！
 【期間】　３月１日～３月31日

　こくみん共済 coop では、2024年3月1日～3月31日まで「こくみん共済 coop の生活応援キャンペーン」を実
施しています。
　県内の各共済ショップでは、皆さまの保障に関するお悩みにお役立ちできるよう、気軽にご相談いただけるスタッ
フがお待ちしております。
　キャンペーン期間中、共済ショップ窓口にご来店・ご加入いただいた方にはもれなくプレゼントをご用意してお
ります。
　「気軽に・何でも・何度でも相談できる『親切で頼れる店舗』」を合言葉に、ぐりんぼう鹿児島店・鹿屋店・奄美店
のスタッフ一同、皆さまのご来店を心よりお待ちしております。

お知らせ

　お一人お一人に寄り添える丁寧な応対を心がけています。
保障の見直しをした方は、その後も人生の節目節目で当ショッ
プに立ち寄ってくださったり、電話でお問い合わせをいただ
いたりしています。
　是非、お気軽にご来店ください。スタッフ一同、皆さまの
ご来店を心より、お待ちしています！

▲ ぐりんぼう奄美店

▲ ぐりんぼう奄美店のスタッフ

ぐりんぼう奄美店のご紹介

〒894-0027 奄美市名瀬末広町9-24
　　　　　　 松元ビル1F

〔営業
時間〕　月～金 9:30～17:00

※土曜・日曜・祝日・年末年始は休み
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　鹿児島地域労福協は１月27日（土）、鹿児島市国際交流
センターで、第19回介護教室を開催し、講師助手の看護
学校生徒４名を含む、合計24名が参加者しました。
　当日は、看護師で「元救急救命センター・フライトナー
ス」の永橋浩佑さんが『救急対応AEDの使用方法』につい
ての説明と実技指導行いました。身近な人が心肺停止状
態になった
場合の救急
対応につい
て、分かり
やすい説明
と丁寧な実
技指導もあ
り、とても
充実した介
護教室にな
りました。

　県退連は１月23日、九州労金県本部ホールで講演会と
第30回定期総会、結成記念式典ならびに祝賀会を開き、
代議員と役員ら70名が参加しました。
　講演会は、福司山宣介県会議員が「鹿児島の地方自治
の課題」の演題で講演し、新たな県総合体育館の整備や
サッカースタジアム構想の経過、川内原発20年延長の対
応、馬毛島の軍事基地化、女性が活躍する社会や子ども
を取り巻く現状を踏まえた課題などを報告しました。今
後、連合推薦の県議７名で結成した会派「県民連合」の仲
間と力を合わせ、皆様方の意見反映に努めると決意を述
べました。
　定期総会は、来賓の人見一夫日本退職者連合会長、下
町和三連合鹿児島会長、野間たけし衆院議員、川内ひろ
し前議員の挨拶をいただいた後、１年間の活動報告と決
算、24年度の運動方針と予算を承認し、４月の鹿児島市
議選や総選挙における必勝への取り組みを確認しまし
た。また、能登地震への義援金を募り、63,000円を送り
ました。
　記念式典では、役員10年以上の方々８名に功労者とし
て感謝状と記念品を贈呈しました。祝賀会は、ベリーダン
スの披露や抽選会で盛り上がり交流を深め合いました。

　九州労金川内
支店推進委員会
（青年・女性推
進委員会含む）
と北薩地域労福
協 は12月 ９ 日
（土）、「歴史探
訪講座」を開催
し、46名が参加

しました。講座は、
仙厳園・霧島神宮探訪の日帰りバスツアーで、参加者は
薩摩川内組と串木野組の２班に分かれてバスに乗車しま
した。最初に、万治元年（1658年）19代島津光久によって
築かれた島津家の別邸である仙厳園に到着。鹿児島湾を
池に桜島を築山に見立てた雄大な景観や、日本の近代化
をリードした「明治日本の産業革命遺産」として2015年に
世界文化遺産に登録された（旧集成館機械工場・旧集成
館）や、反射炉跡などの説明を受けました。その後、園
内を散策して、御殿の中で薩摩切子のかけらを使ったア
クセサリー作りも体験しました。
　仙厳園を後にして、「フォンタナの丘かもう」で昼食と
休憩を取り、霧島神宮へ移動。移動中のバス車内では、
ろうきんの商品説明や新NISAの内容を含む資産形成に
ついてDVDを視聴して理解を深めました。
　霧島神宮では参加者全員で記念撮影を行った後、それ
ぞれ参拝やパワースポットを巡って帰路につきました。
学習と歴史・文化に触れる楽しい１日となりました。

　姶良伊佐地域労福
協は２月８日（木）、隼
人教育会館で「介護教
室」を開催し、38名が参
加しました。
　講師に鍼灸師の泊平
八郎氏を招き「ツボと健
康」について学びまし

た。泊さんからは、「ツボ」とは東洋医学の「気」の概念に基づ
くもので、気は体内に張り巡らされている「経路」を通って臓
腑や筋肉、皮膚に働きかけます。経路には気の出入り口で
ある「経穴」があり、これがいわゆる「ツボ」といわれます。また、
ツボは経路に沿って全身に点在し全部で365ケ所あり、ツボ
を刺激することで経路を流れる気を調整でき、経路とつなが
る臓腑が活性化されて体調が整います。また、ツボや経路
を利用した治療として、針や灸でツボを刺激するお灸、指で
ツボを刺激する指圧があるとの説明がありました。
　その後、実践を交えながら「手、足の指」のツボ、「風市」「郄門」
など、いろいろなツボの位置や効果について学んだほか、冷
え性は体によくないことや食べ物のことなどの話しもあり、参
加者からは、もっと詳しく聞きたいなどの質問も見られました。
　駄じゃれを交えながらの説明は「笑い」もありで和気あ
いあいとした雰囲気となり、第二回、第三回と「泊先生の
教室」を開催してほしいとの声も聞かれました。

「仙厳園と霧島神宮をめぐり、歴史を学ぶ」
  九州労金川内支店推進委員会・北薩地域労福協

「ツボと健康」についての介護
教室開催  姶良伊佐地域労福協

霧島神宮で記念撮影

ツボと健康について楽しく学びました

「第19回介護教室」の開催
  鹿児島地域労福協

第30回定期総会と結成記念式典、
講演会を開催  鹿児島県退職者団体連合

丁寧な実技指導と参加者

鹿児島市議選の必勝へ決意
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ニュース・
ワード

費
用
は
１
台
約
２
４
０
０
万
円
。

高
額
な
た
め
、所
有
す
る
自
治
体

は
全
国
で
20
程
度
に
と
ど
ま
り
ま

す
。
日
本
は
災
害
大
国
。
万
一
の

事
態
へ
の
万
全
な
備
え
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
災
害
続
き
の
日
本
。
い
つ
ど
こ
で

災
害
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

時
代
。
共
済
の
見
直
し
や
、
身
の
周

り
の
備
え
を
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
し
た
。 
（
鹿
児
島
市
）

　　

辰
年
、
暴
れ
龍
に
襲
わ
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
新
年
の
始
ま
り
に
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
防
災
の
備
え
を

考
え
、
就
職
が
決
ま
っ
た
甥
っ
子
二

し
ま
っ
た
の
で
、
人
ご
と
で
は
な

い
と
思
い
、
私
も
防
災
グ
ッ
ズ
を

集
め
始
め
ま
し
た
。
震
災
は
起
こ

る
の
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
各
自
で
備
え
て
被
害
を
少
し

で
も
軽
減
す
る
こ
と
が
大
事
で
す

よ
ね
。 

（
鹿
屋
市
）

　
約
30
年
勤
め
た
職
場
を
退
職
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
く

み
ん
共
済coop

・
ろ
う
き
ん
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

（
伊
佐
市
）

　

給
与
ア
ッ
プ
実
現
し
て
ほ
し

い
。 

（
大
島
郡
伊
仙
町
）

トイレトレーラー
　
タ
イ
ヤ
が
付
い
た
災
害
時
用
の
移

動
設
置
型
ト
イ
レ
。
三
つ
か
ら
四

つ
の
洋
式
の
水
洗
ト
イ
レ
が
配
置
さ

れ
、け
ん
引
車
で
運
搬
し
ま
す
。
給

水
・
汚
水
の
両
タ
ン
ク
を
備
え
て
お

り
、断
水
地
域
で
も
す
ぐ
に
使
用
可

能
。
屋
根
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
か
ら
電

源
を
確
保
で
き
る
た
め
、停
電
時
、夜

間
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
被
災
地
は
ト
イ
レ
事
情
が
悪
く
、

被
災
者
は
食
事
や
水
分
補
給
、排
せ

つ
を
我
慢
し
て
体
調
を
崩
し
が
ち
。

１
月
の
能
登
半
島
地
震
発
生
後
、各

地
の
自
治
体
が
移
動
式
ト
イ
レ
を
被

災
地
に
送
り
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

読
　
者

か
ら
の

声

296

人
へ
、防
災
セ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

使
わ
ず
に
済
む
こ
と
を
祈
り
な
が

ら
。 

（
鹿
児
島
市
）

　　
ろ
う
き
ん
さ
ん
の
入
出
金
手
数
料

無
料
や
振
込
手
数
料
が
他
社
よ
り
格

安
な
た
め
、
知
り
合
い
に
も
勧
め
て

み
ま
し
た
！　
何
か
と
物
価
が
高
騰

し
て
い
る
中
、
少
し
で
も
あ
り
が
た

い
で
す
。 

（
鹿
児
島
市
）

　　
新
年
の
目
標
は
組
合
活
動
を
頑
張

る
こ
と
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
姶
良
市
）

　　
新
春
特
別
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、
非
常

用
食
品
パ
ッ
ク
！　
企
画
さ
れ
た
方

は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
お

正
月
か
ら
大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

セルフコンパッション
でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子

思
っ
た
」「
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
」。

　

重
要
な
の
は
、「
全
力
で
聞

か
な
い
こ
と
」で
す
。
電
話
で

あ
れ
ば
、
音
量
を
下
げ
受
話
器

か
ら
耳
を
少
し
離
し
ま
す
。
頭

の
中
で
は
、
何
と
な
く
あ
な
た

の
好
き
な
も
の
の
こ
と
を
考
え

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
手
を

変
え
よ
う
と
し
た
り
助
言
し
た

り
解
決
し
て
あ
げ
た
り
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ

と
を
す
る
と
相
手
は「
分
か
っ

て
く
れ
な
い
」「
聞
い
て
く
れ

な
い
」と
不
満
を
持
ち
、
も
っ

と
話
が
長
く
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
相
手
の
努
力
や
い
い

と
こ
ろ
を
褒
め
ま
す
。
褒
め
る

と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
ら「
大
変

な
な
か
、
よ
く
が
ん
ば
っ
て
い

る
ん
だ
ね
」「
さ
す
が
だ
ね
」「
努

力
し
て
る
ん
だ
ね
」と
ア
バ
ウ

ト
に
褒
め
ま
す
。

　
相
手
と
自
分
の
間
に
境
界
線

を
引
き
、
相
手
の
悩
み
を
自
分

の
悩
み
に
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
相
手
は
自
分
の
悩
み
を

自
分
で
解
決
す
る
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。「
壁
打
ち
」の
相
手
に

徹
し
ま
し
ょ
う
。
深
刻
な
内
容

で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
臨
床
心
理
士

に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
ど
う
で
も
い
い

愚
痴
の
聞
き
流
し
方
を
お
伝

え
し
ま
す
。
親
身
に
聞
い
て

疲
れ
る
、
あ
る
い
は
適
当
に

聞
い
て
怒
ら
れ
る
と
い
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
ず
は
顔
と
体
を
相
手
の

ほ
う
に
向
け
ま
す
。
何
か

し
な
が
ら
聞
く
の
で
は
な

く
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き

ま
す
。
あ
な
た
が
話
す
こ
と

は
、
前
半
は
あ
い
づ
ち
に
限

定
し
ま
す
。
う
ん
、
な
る
ほ

ど
、
そ
う
か
、
え
ー
、
お
お

…
…
。
と
き
に
は
相
手
の
気

持
ち
に
関
す
る
質
問
を
は
さ

み
ま
す
。「
そ
れ
か
ら
ど
う

な
っ
た
」「
そ
の
と
き
ど
う

㊹聞きたくない愚痴を聞き流す
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ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス
https://ja.twitcasting.tv/unionion

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま 0120-307-830

労 働 相 談 専 用 0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。

＊安心ネットかごしま
　相談対応「LINE公式アカウント」

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１　
「
百
日
紅
」な
ん
と
読
む
？

５　
60
歳
は
還
暦
。
70
歳
は
？

７　
色
気
よ
り
…
…

8　
ガ
ソ
リ
ン
や
ベ
ン
ジ
ン

10　
手
紙
の
本
文
が
終
わ
っ
た
後

で
、さ
ら
に
書
き
加
え
る
文

11　

収
拾
の
つ
か
な
い
大
騒

ぎ
。
…
…
の
巣
を
つ
つ
い

た
よ
う

12　
「
海
豚
」
っ
て
読
め
ま
す

か
？

14　
ウ
リ
の
…
…
に
な
す
び
は

な
ら
ぬ

15　
花
…
…
。
ビ
ー
ル
…
…

16　
「
矮
鶏
」
な
ん
と
読
む
？

18　
進
め
。
レ
ッ
ツ
…
…

19　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
画
像

を
入
力
す
る
装
置

22　
鼻
歌
を
歌
う
こ
と

23　
キ
ュ
ー
バ
の
ダ
ン
ス
音
楽

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１　
花
よ
り
だ
ん
ご
の
花
は
？

２　
…
…
は
友
を
呼
ぶ

３　
写
生
画
。
…
…
ブ
ッ
ク

４　
お
す
も
う
さ
ん

５　
要
領
。
仕
事
の
…
…
を
つ

か
む

６　
急
病
の
患
者
の
こ
と

9　
一
定
の
限
ら
れ
た
広
さ
の
中

11　
学
校
で
学
年
末
か
ら
新
学

年
に
な
る
ま
で
の
間
の
休

暇

13　
紅
色
の
宝
石

14　
足
裏
の
く
ぼ
み
。
…
…
ふ
ま

ず

17　
赤
い
羽
根
の
共
同
…
…

18　
目
的
地
。
…
…
イ
ン

20　
夜
寝
る
時
に
使
う
布
団
や

枕

21　
数
を
ご
ま
か
す
。
…
…
を

読
む

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
永
山
　
富
雄	

岩
元
　
重
樹

　
平
井
　
孝
実	

中
田
健
太
郎

　
山
口
　
　
修	

日
高
　
裕
子

　
堀
之
内
　
武	

川
上
　
慶
子

　
富
田
　
隆
秋	

後
藤
　
愛
子

　
坂
口
　
円
香	

飯
野
　
知
代

　
古
川
　
瑞
恵	

中
村
　
郁
郎

　
坂
ノ
上
祐
樹	

田
中
　
正
幸

　
井
手
　
亜
耶	

森
　
　
妙
子

　
柳
田
　
篤
義	

富
　
　
芽
衣

〔
解
答
〕は
必
ず
ハ
ガ
キ
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

解
答
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
場
名
を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通

に
限
り
ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団

体
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
４

年
４
月
５
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の

方
に
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

も
応
募
い
た
だ
け
ま
す

〔
送
り
先
〕〒
890

－

0064
鹿

児
島
市
鴨
池
新
町
五

－

七　
六
階　

鹿
児
島
県
労
福
協「
ク
イ
ズ
」係

　

７
５
９
号（
２
月
）の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
113
通
で
、

112
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結

果
、
下
記
の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「ワカサギツリ（ワカサギ釣り）」


